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Abstract：About 400 references　on　Japanese　Tephritidae　published　between 1903 and 1980

are　presented．

ま　えが　き

　平成元年度（1989年度）における植物防疫所の調

査研究課題として筆者らは「本邦産ミバエに関する文

献目録の作成」を行った。内容はミカンコミバエ及び

ウリミバエ等の植物検疫上重要なミバエのほか，本邦

産の一般的なミバエも含めて，明治36年（1903年）

から昭和55年（1980年）までの文献約400編をリス

トアップしたものである。

　しかし，当時は予算等の関係から出版することがで

きなかったが，このたび植物防疫所調査研究報告の

r資料」として掲載させてもらうこととなった。掲載の

ためにご尽力を賜った関係者の皆様に感謝申し上げ
る。

　なお，前半部分の明治，大正時代の文献目録は故平

野伊一氏の労作によるものである。氏の貴重な文献カー

ド集その他文献資料は（社）日本植物防疫協会資料館（在

東京都小平市）に保管されているが，今回の印刷に当たり

同協会のご好意によりお許しを得たものである。元農林

省神戸植物防疫所大阪支所長故平野伊一氏及び（社）日本

植物防疫協会に厚くお礼申し上げる。

凡 例

1．本目録は1903年から1980年までの日本産ミバ

　エ類に関する文献を収録した。そのうち，1905～

　1960年までは，平野伊一氏編「昆虫関係日本文

　献目録第239号ミバエ科』（（社）日本植物防疫協

　会資料館所蔵）を転載させていただいた。

2。新聞，読み物，業務年報の類は除くこととしたが，

　重要と判断したものは収録した。

3．文献の配列は年代順，著者のABC順とした。

4．

5．

6．

7．

8．

記載順は年号，著者名，表題，発表誌名，巻（号），

頁とし，単行本の場合は発行所名を付した。

欧文の論文であっても，著者名は和文氏名を，誌

名は和文のあるものは和文を採用した。

表題は誌上に発表されたものを厳密に再録した。

漢字の旧字体は現代表記形に改めた。

特定の著者がない文献資料は発行機関名を著者名

とした。雑誌上に無名で掲載された報文は無名と

した。

同一論文が複数の誌上に掲載されているものにつ

いては，いずれか一っだけを採用した。

注）本文献目録はデジタル版（PDFファイル形式）で

　の配布も可能です。希望される方は金田または横

　浜植物防疫所調査研究部害虫担当あてご連絡下さ

　　い（メールアドレス：kanedam＠pps．go．jp；調査

　研究部害虫担当，yokohama＿gaichu＠pps．go．

　jp）。

文献目録
1903　小貫信太郎：西瓜瓜蝿（Tぴρ2‘αsp．？），実用昆

虫学，成美堂，東京：234pp．

1905　佐々木忠次郎：密柑の蛆，果樹害虫編，成美堂，

東京：173PP。

1908　名和梅吉：果実蝿の一代，昆虫世界，12：115．

1909　桑名伊之吉：将来注意すべき密柑蝿に就て，日
本園芸雑誌，21（10）．

1909　虫奴：密柑蝿の発生に就き，昆虫世界，13：519．

1910　桑名伊之吉：密柑蝿の学名に就き，昆虫世界，

　14：23，

1910　小島銀吉：果樹の害虫（3）密柑の実蝿，果樹，

87：20．

1911　桑名伊之吉：密柑蝿，農省農試報告，38：109．

1913　岡本半次郎：サクラミバヘ，北海道害虫編：122．
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1914　深谷　徴：ミカンバヘ，実用園芸作物害虫駆除

法，日本園芸研究社：374．

1914　福岡新聞：密柑蝿の駆除法，病虫害雑誌，1（2）：

235．

1914　桑名伊之吉：ミカンバヘに就て，園芸之友，10
（2）．

1914　内海菊太郎：大分県下の密柑蝿被害状況，農業
国，8（8）。

1914　無名：みかんばへ，病虫害雑誌，1（3）：口絵．

1914　無名：柑橘蝿の新属新種，昆虫世界，18：39．

1915　神戸植検：ミカンコミバヘ燃蒸試験成績，植物

検査所月報，大正4年10月号．

1915　熊本県：熊本県病虫害発生沿革．

1915　村田寿太郎：桜桃の実蝿，病虫害雑誌，2（6）：

527．

1915　長崎植検：長崎県下のミカンバヘ発生は平戸の

み，植物検査所月報．

1915　無名：被害蜜柑の利用，昆虫世界，19：522．

1916　牧茂市郎：柑橘の一大害虫，柑橘果実蝿に就き

て，台湾農試出版，86．

1916　植物検査所：狩谷植補，北海道大学の標本中に

九州で採集されたミカンコミバヘを発見，植物検査

所月報，大正5年6月号．

1917　名和梅吉：十二月中の寄生蜂放養，内容（南瓜に

ミスヂミバヘ寄生），昆虫世界，21：252．

1917　佐々木忠次郎：ツハブキ穿蝿の陰具，名和靖氏

還暦記念寄贈論文集：55．

1917　高橋　奨1外国産瓜実蝿と内地産瓜実蝿に就て，

病虫害雑誌，4（10）：762。

1918　石川滝太郎：果実の芯喰虫（7），園芸の友，14（9）：

658．

1918　牧茂市郎・林学　周：筍の害虫に就きて（二），

病虫害雑誌，5（9）：762．

1918　三宅恒方：蜜柑蝿の学名，病虫害雑誌，5（11）：

937．

1918　名和梅吉：ウリミバヘの原産地，昆虫世界，22：

79．

1918　無名：瓜実蝿，病虫害雑誌，5（2）：口絵

1919　三宅恒方：Studies　on　the　fruit－nies　of　JaPan，

Contribution　I，Japanese－orange　Hy，農省農試欧文

報告，2（2）．

1919　三宅恒方：蜜柑蝿に関する調査，病虫害雑誌，6

（6．12）：494，551，731，800，884，951，1035．

1919　三宅恒方：日本産実蝿類の研究，動物学雑誌，

31（367）：168－169．

1919　名和梅吉：瓜実蝿琉球に産す，昆虫世界，23：

468．

1919　岡田忠男：柑橘の新害虫ミカンノハマダラバヘ

に就て，動物学雑誌，31（371）：298．

1920　三宅恒方：シマミバエの学名に就て，動物学雑

誌，32：237．

1921牧茂市郎：蜜柑小実蝿に関する調査，台湾殖産

局，262．

1922　春川忠吉：蜜柑蝿の研究，大原農業研究所報告，
2（2）．

1923　向川勇作：竹林害虫防除研究，三重県山林会報，

5：25．

1923　向川勇作：ヒラヤマアミメハマダラバヘ菊花を

害す，昆虫世界，27：281．

1923　高橋　奨：牛募の害虫，園芸之友，19（2）：73．

1925　倉田梅吉：移入筍の新害虫発見，病虫害雑誌，

12（12）：674．

1925　無名：X線の果実蝿染色体に於けるリンケージ

に対する作用，遺伝学雑誌，3（2）：102．

1927　池田信行：ツハブキミバヘに就いて，昆虫世界，

31：368，

1927　田中顕三：蜜柑小実蝿，昆虫世界，31：135．

1928一色周知，他2名：筍実蝿に関する調査，台湾総

督府中央研究所農業部彙報，61．

1928　加藤正世：ウリミバイの研究（一～二），病虫害

雑誌，15（6）：356，同，（7）142L

1928　UN生：昆虫見聞記，カボチャミバヘ，昆虫世

界，32：276．

1929　東田端亀：沖縄県宮古郡に於けるウリミバヘの

分布，病害虫時報，1（3）：13．

1929　楚南仁博：台湾に於ける害虫の発生と地理との

関係，台湾博物学会報，19（100）：63。

1929　高橋　奨1害虫の分布に関して尚根本的の調査

を望む，病虫害雑誌，16（5）：285．

1929　無名：沖縄県宮古郡に瓜実蝿発見，瓜類の搬出

禁止，病害虫時報，1（1）：36．

1929　無名：沖縄県に於ける瓜実蝿の分布，病虫害雑
誌，　16（9）：569．

1930　小泉清明：昆虫に対する光線の致死作用，応用

動物学雑誌，2（2）：141．

1930　農省農産課：病害虫発生状況，病害虫時報，2（5）：
3．

1931　深井勝海：瓜実蝿・蜜柑小実蝿の飼育成績，農

省農事改良資料，23：45．

1931小泉清明：Quantitative　studies　on　the　lethal

action　of　X－rays　upon　certain　insects，熱帯農学会

誌，2（2）：243．

1931小泉清明ニウリミバエ蠣・卵及幼虫の発育と温
度との関係，熱帯農学会誌，2（5）：13L

l931小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

関する研究（1）瓜実蝿の蠣及幼虫に対する低温の致

死作用にっいて，台湾中央研究所農業部彙報，85：68

PP．

1932　深井勝海：瓜実蝿飼育成績，農省農事改良資料，

40：17．

1932　岩田久二雄：昆虫食性雑録（1），関西昆虫学会
報，3：80．

1932　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響
（1），熱帯農学会誌，4（3）：322．

1932　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

関する研究（II）瓜実蝿の蝿及幼虫に対する氷点下低

温の致死作用，台湾中央研究所農業部彙報，92．

1932　柴田喜久雄：潜土棲昆虫の生態学的研究（1）潜

土棲昆虫の生命に及ぼす諸種物理学的条件に関する

研究，台湾博物学会報，22（118・119）：50．
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1932　無名：山形県の桜桃翅斑実蝿発生，病虫害雑誌，

19（10）：759．

1933　上遠　章：山形県に於ける桜桃翅斑実蝿の駆除

に就て，農省農産彙報，4：60，

1933　小泉清明：昆虫の低温致死並に耐寒性に於ける

二，三の問題，動物学雑誌，45（532・533）：84．

1933　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響
（II～III），熱帯農学会誌，5（2）：131，同（3）：317．

1933　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

関する研究（III）瓜実蝿卵及幼虫の発育と温度との関

係，（IV）瓜実蝿卵・蠣及幼虫に対する低温の致死作

用，台湾中央研究所農業部彙報，94－97．

1933　柴田喜久雄：潜土棲昆虫の生態学的研究（II）蠣

化地点に及ぼす諸種物理学的条件に就て，台湾博物

学会報，23（128・129）：335．

1933　素木得一：A　systematic　study　of　Trypetidae

in　the　Japanese　Empire，台北帝大理農学部紀要，8

（2）：509pp．

1933　田中顕三：シマミバヘの寄主発見，農省農産彙
報，7：65．

1933　無名：桜桃の翅斑実蝿の駆除，病虫害雑誌，20
（3）：263，

1934　鹿児島県：蜜柑小実蝿に関する調査研究成績，

鹿児島県大島支庁．

1934　狩谷精之1桜桃を害する内地産実蝿の種類と分

布，農省農事改良資料，75：L

1934　小林貫一：実蝿の内部解剖学的研究，台湾博物

学会報，24（131）l　l36．

1934　小林貫一：果実蝿の中腸とマルピギー氏管，科
学，　4（5）：191．

1934　小林貫一1瓜実蝿幼虫の跳躍運動と其の生理生

態的意義，科学，4（12）425．

1934　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

関する研究（V）変動性低温の瓜実蝿蠣及幼虫の羽化

　に及ぼす影響，熱帯農学会誌，6：459－504．

1934　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

　関する研究（VI）蜜柑小実蝿の卵・幼虫及蠣の発育と

　温度との関係，熱帯農学会誌，6：687－696．

1934　岡崎勝太郎：桜桃翅斑実蝿に就て，農友会会報，

　131．

1934　屋代弘孝：沖縄県石垣島に於ける瓜実蝿天敵放

　飼事業概要，昆虫，8（4・5・6）：300－301．

1934　屋代弘孝：沖縄県石垣島に於ける瓜実蝿天敵放

　飼事業概要，昆虫世界，39：191．

1934　安松京三：九州産未知のミバヘ3種，むし，7（1）：

　2．

1934　無名＝桜桃の実蝿誘殺に成功，病虫害雑誌，21

　（2）：164．

1934　無名：桜桃の大敵駆除に成功，病虫害雑誌，21

　（10）：810．

1935　深井勝海，中島直彦：ウリミバヘに関する調査，

　農省農事改良資料，96：20．

1935　鹿児島県：蜜柑小実蝿二関スル試験成績概要，

　鹿児島県大島支庁．

1935　狩谷精之：サイパン島産蜜柑小実蝿に関する調

査，農省農事改良資料，96：1．

1935　小泉清明：変動性低温のウリミバヘ蠣及幼虫の

羽化に及ぼす影響，熱帯農学会誌，6（3）：459，

1935　小泉清明：蜜柑小実蝿の卵・幼虫及蠣の発育速

度，発育限界温度並に発育好適温度に就て，熱帯農学
会誌，6（4）：687．

1935　小泉清明：果実蝿生態雑記（1）瓜実蝿，熱帯農学

会誌，7（3）：245，

1935宮坂邦典：タイワンハマダラバヘ本州に産す，
昆虫界，3（14）：150．

1935　農省農務局：病害虫駆除予防の効果顕著なりし

事例（六）桜桃翅斑実蝿に対する片脳油合剤の散布，

病虫害雑誌，22（4）：301．

1935　柴田喜久雄：瓜実蝿に対する低温の影響，台北

帝大理農学部紀要，16（2）：91．

1935　豊田徳治他2名：桜桃翅斑実蝿防除に関する試

験研究

1935　山形県：桜桃翅斑実蝿経過習性並に駆除予防法：

　1－21．

1935　屋代弘孝：石垣島に於ける瓜実蝿寄生蜂放飼成

績，農省農産彙報，26：61．

1935　屋代弘孝：石垣島に於ける瓜実蝿天敵放飼事業

概要，昆虫世界，39：191．

1936　深井勝海：瓜実蝿に関する調査，農省農事改良

資料，106：39．

1936　深井勝海：台湾産瓜実蝿の内地に於ける生活力

　に関する研究成績概要．

1936　小泉清明：果実蝿に対する台湾産果実の加熱消

毒の研究（1・2），熱帯農学会誌，8（2）：157－175．

1936　小泉清明，柴田喜久雄：果実蝿生態雑記（II）ミカ

　ンコミバエ，熱帯農学会誌，7（4）1370．

1936　小泉清明：果実蝿に対する台湾産果実の加熱消

毒の研究（1），台湾中央研究所農業部彙報，120．

1936　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

　関する研究（VII）蜜柑小実蝿の卵及幼虫に対する低温

　の致死作用，台湾中央研究所農業部彙報，125．

1936　三坂和英：台湾産果実蝿の燃蒸に関する研究（1）

　二硫化炭素燥蒸に於ける果実蝿卵の特異性，応用動

　物学雑誌，8（3）：140．

1936　三坂和英，他3名：台湾産西瓜の生育と瓜実蝿

　との関係に就て，台湾殖産局，754（植物検査資料，
　1）．

1936　柴田喜久雄1果実蝿生態雑記（III）蜜柑小実蝿卵

　の発育速度と発育限界温度に就て，熱帯農学会誌，8
　（1）：95．

1936　田中顕三：シマミバヘに関する調査，農省農事

　改良資料，106：42．

1936　屋代弘孝：沖縄県石垣島に於ける瓜実蝿天敵オ

　ピウス蜂放飼事業概要，農省農事改良資料，109：

　149．

1937　加藤正世：晩秋の亟嶺，昆虫界，5（41）：572．

1937　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

　関する研究（VIII）蜜柑小実蝿の蠣に対する低温の致

　死作用，熱帯農学会誌，9（1）：54．

1937　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響
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（IX）瓜実蝿蠣の低温に対する適応性の有無に就て，

台湾中央研究所農業部彙報，133．

1937　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響

（X）変動性低温の蜜柑小実蝿蠣及幼虫の羽化に及ぼ

す影響，熱帯農学会誌，9（4）；411－417．

1937　小泉清明：果実蝿に対する台湾産果実の加熱消

毒法の研究（II），熱帯農学会誌，9（3）：275－286．

1937　是石　輩：台湾産瓜実蝿の外部形態並に経過習

性に就て，台湾植物検査所研究報告，2（殖産局，
798）．

1937　黒沢三樹男：東京府下八丈島に於ける蜜柑小実

蝿の調査，植物検疫時報（横浜税関），30．

1937　牧野佐二郎：小笠原父島に最近移入された動物，

生態学研究，3（1）161．

1937　森　信義：シマミバヘの新産地，昆虫，11：391．

1937　柴田喜久雄：レモン果実と蜜柑小実蝿との関係，

熱帯農学会誌，9（1）：60－68。

1937　楚南仁博：バナナの害虫，熱帯園芸，7（4）：433．

1937　屋代弘孝：石垣島に於ける瓜実蝿天敵オピウス

蜂放飼成績，農業研究，7（2）：155。

1937安松京三：ミッマタハマダラバヘ九州に産す，
むし，X（2）：148．

1938　深井勝海二台湾産瓜実蝿の内地に於ける生活力

に関する研究，農省農事改良資料，134：147－213．

1938　深井勝海：桜桃翅斑実蝿に関する調査，農省農

事改良資料，134：145。

1938　三坂和英，是石　輩：台湾産生果実・疏菜の果

実被害に関する研究，（1）柿果実に於ける被害，（II）パ

パヤに於ける被害，台湾植物検査所研究報告，3（台

湾殖産局，829），同4（同，830）．

1938　門前弘多：小笠原に於けるミカンコミバヘ，応

用動物学雑誌，10（3・4）：143－145．

1938　渡辺千尚：Description　of　a　new　species　of　the

genus　Oゆ伽s　wesmae1，bred　from　the　cherry　fruit

ny，1ηs．ハ41α診s．，13（1）：35．

1939　青木，藤島：蜜柑小実蝿に関する研究，熱帯産業

研究所報告，1．

1939　深井勝海：桜桃実蝿に関する研究，農省農事改

良資料，137：232．

1939　深井勝海：台湾産瓜実蝿の内地に於ける生活力

に関する研究，青果時報，148：32．

1939　岩佐龍夫，他2名：シトロン実蝿赫oηα070sあo－

hμs　o伽∫ooJαBEzzl，農省農事改良資料，137：148．

1939　小泉清明：昆虫の発育有効積算温度に関する考
察，応用動物学雑誌，11（1）：1．

1939　小泉清明：温度と昆虫の発育並に物質代謝との

関係（II）呼吸係数と温度との関係，動物学雑誌，51
（2）：116．

1939　小泉清明：昆虫の低温致死並に耐寒性に関する

函数生物学的研究，日本学術協会報告，14（2）：323．

1939　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響
（XI），熱帯農学会誌，11（2）：130．

1939　黒沢三樹男：東京府下八丈島に於ける蜜柑小実

蝿に関する調査，農省農事改良資料，137：10L

1939　三坂和英，是石　輩：台湾産生果実・疏菜の果

実被害，（II）農業研究，9（3）：273．

1939　三坂和英，内田　宏：台湾産果実蝿の燃蒸に関

する研究（III）二硫化炭素燃蒸の効果，動物学雑誌，

51（7）：476．

1939　三坂和英，内田　宏：台湾産果実蝿の燃蒸（II）卵

及幼虫に対する二硫化炭素燃蒸の効果，台湾植物検

査所研究報告，5（台湾殖産局出版，873）．

1939　三輪勇四郎：実蝿誘殺剤に関する試験（予報），

昆虫，13（5・6）：255－261，

1939　門前弘多：小笠原島に於ける蜜柑小実蝿に就て，

盛岡高農同窓会学術彙報，14：63．

1939　中村純雄：蜜柑小実蝿の薬剤誘殺試験成績，台
湾農会報，1（10）；56。

1939　野田重三：蜜柑小実蝿の宿主，農省農事改良資

料，137：208．

1939　大内　実：ミカンコミバヘ蠣の酸素吸入量，動

物学雑誌，51：49L

1939　進士織平：東北日本産果実蝿と其の新種（一），

昆虫世界，43：288・320・352．

1939　素木得一：ル観」θs∫sθs盈∫∫sp．nov．，動物学雑誌，

51：40。

1939　楚南仁博：茶の種子の被害，台湾農事報，35
（385）：38．

1939渡辺千尚：桜桃を害する実蝿の種類と其の寄生
蜂に就て，応用動物学雑誌，11：123．

1939　無名：小笠原島の硫黄島にミカンコミバヘ発生，

農産彙報，68：77．

1939　無名：桜桃の大害虫，昆虫学雑誌，26：538．

1940　岩佐龍夫二斗柚の蜜柑小実蝿被害状況，農省農

事改良資料，152：120．

1940　加藤静夫：桜桃翅斑実蝿と其の防除法，北濃，7
（5）：189．

1940　加藤静夫：桜桃の実蝿と防除，果実時報，156．

1940　小泉清明：Z）αo欝属果実蝿の加害植物，植物検

査資料（台湾），8（7・9）：39、

1940　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に
関する研究（XI），農業研究，10（4）：414．

1940　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

関する研究（XII）蜜柑小実蝿蠕の低温に対する適応の

有無に就て，熱帯農学会誌，12（1）：48．

1940　小泉清明，窪田賢治：果実蝿生態雑記（V）土壌

の温度及水分含量とミカンコミバヘ蝋の羽化率，熱

帯農学会誌，12（2）：96．

1940　三坂和英，他2名：台湾産生果実・疏菜の果実

被害に関する研究，（III）トマトに於ける被害，（IV）マ

ンゴウに於ける被害，台湾植物検査所研究報告，7
（台湾殖産局出版，893），同8（同，896）．

1940　三輪勇四郎：実蝿誘殺剤に関する試験，農業研
究，10（3）：302．

1940　三輪勇四郎，森山忠光：柑橘小実蝿の誘殺駆除

に関する試験研究，台湾農試彙報，173．台湾農事報，

35（8●10）。

1940　中村純雄：ミカンコミバヘの薬剤誘殺試験成績，

農業研究，10（1）：58．

1940　野田重三：ミカンコミバヘ華果に寄生，農省農
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事改良資料，152：166．

1940　大島康義：実蝿誘殺剤の調製に関する研究，台
　湾農会報，2（8）：68．

1940　進士織平：食用虫痩と其の調理法，昆虫世界，

　44：86．

1940　進士織平：日本本土産実蝿科の1新属1新種，

　昆虫世界，44：98．

1940　進士織平：本邦本土産1新未記録の果実蝿に就

　て，昆虫世界，44：130．

1940　進士織平：内地産果実蝿の2新種，昆虫世界，

　44：162．

1940　進士織平：邦産果実蝿科の2新種，昆虫世界，

　44：194．

1940　台南農試：実蝿誘殺試験，台南農試年報，昭和

　14．

1940　屋代弘孝：ウリミバヘの食餌誘殺，応用昆虫，2

　（4）：162．

1941深井勝海：桜桃翅斑実蝿（E％ρ肱7α配sp．）の駆除

　に対するアウトウミバヘコマユ（0吻％sα伽o　WATAN－

　ABE）の利用法の一考察，昆虫世界，45：168．

1941小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に
　関する研究（XIII）低温がウリミバヘの産卵に及ぼす

　影響・（XIV）ウリミバヘ及ミカンコミバヘ成虫の寿

　命に及ぼす恒定低温の影響，台湾農試彙報，190－

　198．

1941小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に
　関する研究（XIII－XV），熱帯農学会誌，13（2・4）：148，

　229，283．

1941三坂和英，他2名：台湾産生果実・饒菜の果実
　蝿被害に関する研究，（III～IV），農業研究，11（4）：

　410．

1941三坂和英，内田　宏：台湾産果実蝿の燃蒸に関

　する研究（III）蜜柑小実蝿の卵・幼虫に対する二硫化

　炭素の燃蒸効果，台湾植物検査所研究報告，9（台湾

　殖産局出版，914）。

1941　大内　実：蜜柑小実蝿の卵・幼虫の酸素吸入量

　並に燃蒸効果との関係，応用昆虫，3（2）：49．

1941柴田喜久雄：潜土性昆虫の生態学的研究，（III）

　乾燥と蠣の生活力との関係・（IV）果実蝿と蠣の湿潤

　土壌との関係・（V）土壌の高温が踊の生活力に及ぼ

　す影響・（VI）光の蠕の生活に及ぼす影響，熱帯農学

　会誌，13（1・4）：54，113，326，398．

1941　進士織平：本邦本土産の一新未記録果実蝿，昆

　虫世界，45：2．

1941　内山照夫：実蝿誘致剤に関する研究，台湾農会
　報，3（4）：13．

1942　萱嶋　泉，曽我積広＝龍眼果実凍結処理に依る

　果実蝿の生死に関する試験，台湾植物検査所研究報

　告，11．

1942　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

　関する研究（XV）瓜実蝿及蜜柑小実蝿成虫の寿命及

　産卵に及ぼす変動性並に漸降性低温の影響・（XVI）

　瓜実蝿・蜜柑小実蝿及他の数種重要熱帯果実蝿類の

　地理的分布と冬の低温との関係，台湾農試彙報，

　199－207．

1942　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

　関する研究（XIII～XV），農業研究，12（6）：566．

1942　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

　関する研究（XV），農業研究，12（10）：1033．

1942小泉清明：Temperature，Stoffwechselund
　Entwicklungsgeschwindigkeit　einger　Tripetide－

　npuppen，台北帝大農学部紀要，24．

1942　柴田喜久雄：潜土性昆虫の生態学的研究，（III～

　IV）農業研究，12（6）：565－566。

1943伊藤修四郎：九州未記録のミバヘ5種，むし，
　15（1●2）：88．

1943　小泉清明：果実蝿の生育に及ぼす低温の影響に

　関する研究（XVI），農業研究，13（1）：53．

1943　牧　高治：果実蝿外部の比較解剖学的研究，台

　湾博物学会報，33（242・243）：416．

1943　三坂和英＝蜜柑小実蝿の燃蒸に関する研究，（III〉

　二硫化炭素の最低致死薬量・（IV）燃蒸中の瓦斯濃度，

　応用動物学雑誌，14（3・4・5）：267．

1943進士織平：イチモンジミバヘと其の虫痩，昆虫

　世界，47：146．

1944　江崎悌三：ウリミバヘ・ミカンコミバヘ・フタ

　スヂミバヘ，太平洋諸島の作物害虫と防除，日本評論

　社．

1944　伊藤修四郎：翫耀解θ砿んyα7伽α英彦山に産す，

　むし，16（2）：6．

1944　進士織平：虫痩と虫痩昆虫，春陽堂．

1944　素木得一：大東亜圏の棉作害虫，台湾総督府．

1945　伊藤修四郎1木村輝夫氏に依り京都附近於て採

　集せられたる果実蝿科，むし，16（11）：83－86．

1947伊藤修四郎：ッハブキケブカミバエとその虫痩，

　採集と飼育，9（5）：97－98，

1947　伊藤修四郎：Eine　neue1～肋ooc配α2πα一Art　aus

　Japan，むし，18（5）：35－38．

1947　伊藤修四郎：東北日本産果実蝿科数種の学名の

　整理，松虫，2（2〉159－60，

1948　伊藤修四郎：桜桃翅斑果実蝿と椿翅斑果実蝿に

　ついて，新昆虫，1（2）：20．

1948　伊藤修四郎：ッハブキハマダラミバエにっいて，

　新昆虫，1（2）：37．

1948　立川哲三郎：ツハブキケブカミバエの越冬，新

　昆虫，1（7）：284．

1949　深井勝海：蜜柑蝿の生態と防除（1），大分柑橘，

　1：17。

1949伊藤修四郎：Eine　neue　und　einige　weniger

　bekannteTrypetidenderInse1Kyushu，むし，19
　（8）：39－42．

1949伊藤修四郎：Uber　drei　S診α群e‘Zα一Arten　aus

　Japan，mit　der　Beschreibung　einer　der　Kamelie

　schadlichen　neuen　Art，S‘α獅2JZαoα規観毎召sp．

　nov．，むし，19（9）：43－47．

1949　伊藤修四郎：Neue　Trypetiden　aus　Japan（1）：

　1πs．ノレ奮α護s．，17（1）：53－56．

1949　伊藤修四郎：Eine　neue．勘剛2助沈歪s－Art　aus

　Japan，関西昆虫学会報，14（2）：1－3．

1950乾風　登：本州で始めて発見されたミバエ科の
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一種，新昆虫，3（7・8）1256．

1950　深井勝海：蜜柑蝿の生態と防除（2）大分柑橘，2：

20．

1950　石田栄一：蜜柑蝿とその防除について，防疫時

報（農省），17：15．

1950南川仁博，市川五四郎：チシャの新害虫，チシャ

ハマダラバイ，農業及園芸，25（10）：899，

1950　三坂和英：台湾産果実蝿の燃蒸に関する研究
（V）二酸化炭素の殺虫効果と薬害，応用動物学雑誌，

16（1●2）：82．

1950　楚南仁博：コミカンアブラムシとチシャハマダ
ラバイについて，昆虫，18（1）：4．

1951伊藤修四郎：Neue　Trypetiden　aus　Japan（II），

浪速大学農学部学術報告，1：1－6。

1952伊藤修四郎：DieTrypetidenderInselShi－
koku，mit　den　Boschreibungen　der　in　den　Inseln

Honshu　und　Kyushu　Weitverbreiteten　neuen
Arten，四国昆虫学会会報，3（1）：1－12．

1952桑山覚：南瓜実蝿に有機燐合成剤の効果，農
業及園芸，27（7）：830．

1952　素木得一：Studies　on　the　Syrphidae（II）Some

New　Species　from　Japan，with　an　interesting　Try－

petidae，むし，23（1）：1．

1952　高松好文ニカボチャミバエの生態にっいて，応
用昆虫，8（1）：14－18．

1952　矢部長順：蜜柑蝿の防除，植物防疫，6（11）：432．

1953　深井勝海：大分県のミカンバエ，分布と経過習
性，植物防疫，7（9）：301．

1953　深井勝海：大分県におけるミカンバエ（II），防除

法にっいて，植物防疫，7（10）：361．

1953　伊藤修四郎：Neue　Trypetiden　aus　Japan（III），

浪速大学農学部学術報告，2：19－23．

1953伊藤修四郎：EineneueTθ帥7痂s－Artaus
Japan，むし，25（1）．

1953　安松京三：九州特産の害虫，ミカンバエ，新昆
虫，6（3）：16．

1953　安松京三：瓜類の害虫カボチャミバエ，北農，

20（11）：26．

1954　黒田松雄：蕗に潜葉するミバエ科ゴモンハマダ

ラミバエの生活史に関する二，三の報告，昆虫，21
（1●2）：28．

1954宮本正一，他2名：吐鳴嘲採集記（2），新昆虫，7
（2）：33．

1954　高橋雄一：ミカンバエ，原色作物害虫図説（養賢
堂）

1954　高松好文：カボチャミバエの生態に就いて，昆
虫，20（3・4）：80．

1954　矢部長順：大分県のミカンバエ防除，九州植物

防疫旬報，96．

1954　安松京三：農薬で害虫を防除する場合天敵をど
う取扱えばよいか，農薬，1（7）：15．

1955　川崎倫一：沖縄本島の病害虫，横浜植物防疫
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1955高松好文：カボチャミバエの化蠣に関するその
後の実験，信州昆虫学会会報，19：7．
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1969　伊波興清：沖縄本島南部におけるミカンコミバ

エの発生消長と寄主植物，沖縄農業，8（2）：44－56．

1969　伊波興清：喜界島のミカンコミバエ防除実験事
業視察記，沖縄農業，8（1）：35－44．
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1970　長嶺和亘，与儀喜雄＝ミカンコミバエの大量飼
育法，沖縄農業，9（1）：31－37．
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調査を終えて，横浜植防ニュース，441：6－7．
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防研報，12126－27．

1975新井哲夫：ミカンコミバエの生活史にみられる
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1975　浜田竜一：ミバエ類の密度推定について，熱帯

農研集報，27：231－233．
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1975　仲盛広明，垣花廣幸，添盛　浩：ウリミバエの大
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1976　一戸文彦，竹内秀健，尊田望之：ウリミバエの産

卵数，植防研報，13：60－63．
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1976伊藤嘉昭，岩橋　統：A　simplemethod　toesti－

mate　sterile：normal　ratios　based　on　hatchability

on　eggs，！1PρムEπムZooZ．，11（2）：139－140．
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